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□問い合わせ　防災対策課（内線３１７）

　クリと言えば東美濃と言われ、栗きんと

んは今では全国に聞こえる銘菓となってい

る。地元ではそれら栗菓子の需要に応じて

クリ栽培も盛んになり、超低樹高栽培とい

う全国に誇れる革新的な 剪  定 方法も開発さ
せん てい

れている。

　市の施設であった花白温泉は、２００７（平成

１９）年に地元へ譲渡。昨年１２月には経営の

悪化により、温泉の営業を停止していた。

しかし、新たな経営体制を構築して、施設

の改装後の本年８月には、営業を再開して

いる。※月曜定休（祝日は翌日）

　東美濃地域で栽培され、和菓子屋さんで、 栗 きんとん
くり

などの栗菓子の原料として使われている。現在、主に１０
品種が市内のクリ農家で栽培されており、多くのクリ農
家は 早  生 、

わ せ

 中 
ちゅう

 生 、 晩  生 までいくつかの品種を混合栽培し
せ ばん せ

て、安定した収穫量を確保している。市の年間収穫量は
１４７�（平成１９年　農林水産省データによる）と、県
下では多い地域。クリ農家や研究家らの努力によって、
秋一番に収穫でき、栗きんとんにぴったりの品種「 胞  衣 」

え な

や、虫害に強く収穫も安定して栽培しやすい「 金  華 」な
きん か

どが開発されている。恵那栗は年々認知され地域経済の
活性化、恵那ブランドなどの代表となっている。

　山岡町の明知鉄道花白駅の傍らに 自  噴 する温泉。言い
じ ふん

伝えによると、１７８２（天明２）年から１７８６（天明６）年
の間、洪水や地震などの災害に凶作が続き、その上、全
国に疫病が流行したとき、この湯を使用すると不思議と
病が全治したという。そこで、１７９１（寛政３）年には感
謝を込めてお 釈  迦 様が建立された。湯量豊富で、大きな

しゃ か

おけに湯が青々とたまり、白い花にまがう湯の花が美し
く浮いていたことから、花白の湯と名付けられたと伝え
られている。１９８８（昭和６３）年にその源泉を引き、現在
の花白温泉がオープン
した。泉質は単純放射
能線で神経痛、リウマ
チ、胃腸病、冷え症、
腰痛、荒れ症、しもや
け、あかぎれなどに効
能がある。

明知鉄道花白駅から徒歩０分の花白温泉

恵那栗９

花白温泉

恵那名物栗菓子の原料

実りの秋、収穫間近の恵那栗
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▲浴室に描かれた特産の細寒天作りの絵

２００年の歴史を持つ伝統の秘湯


